
５．重要事業実施計画の内容

　　基本目的Ⅰ　安全と環境
　　　　　　　「危機対応能力が高く　良好な生活環境で暮らせる　安全安心なまち」

◆０１　防災
　施策目的　防災意識や危機対応能力を高め、
　　　　　　自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

◆０２　防犯
　施策目的　地域と市が連携して、防犯に取り組む安全安心なまちになる

◆０３　自然環境
　施策目的　人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

◆０４　ごみ・資源
　施策目的　ごみを減らして資源を生かす循環型のまちになる
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 1 重要事業 ○ 総合戦略 ○ 担当部署 安全安心課　危機管理･国土強靭化係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

施策の方向 ▶1_防災意識の向上による防災組織の育成

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

９・１・４ 防災関係 40,763千円 38,861千円 68,690千円

令和７年度 令和８年度 令和９年度

事業
スケジュール

①防災関係事業【重】
・防災士連絡会補助金
・災害時用備蓄品の購入
・防災情報伝達システムの運用及
び更新
・県防災行政無線の更新整備
・Jアラート受信設備改修
・感震ブレーカー等設置費補助
・個別避難計画の作成
・自主防災組織資機材整備等補助

①防災関係事業【重】
・防災士連絡会補助金
・災害時用備蓄品の購入
・防災情報伝達システムの運用
・感震ブレーカー等設置費補助
・個別避難計画の作成
・自主防災組織資機材整備等補助

①防災関係事業【重】
・防災士連絡会補助金
・災害時用備蓄品の購入
・防災情報伝達システムの運用
・感震ブレーカー等設置費補助
・個別避難計画の作成
・自主防災組織資機材整備等補助

施策の方向 ▶8_国土強靭化計画を踏まえた備蓄の確保

【Plan】
事業目的

・自助・共助・公助が一体となり、防災意識や危機管理対応力の高い災害に強いまちづくりを推進する。
・事前防災・減災と迅速な復旧に資する施策に計画的に取り組み、強靭な地域づくりを推進する。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①防災関係事業【重要事業】
　・防災士が地域の地域防災の活性化を支援し、安全・安心なまちづくりに寄与することを側面的に支援する。
　・国土強靭化計画を踏まえ、必要な備蓄品等を購入し、防災体制の充実を図る。
　・防災情報伝達システムの運用により、情報伝達手段の多様化を図る。
  ・大規模地震時における出火防止を目的に、感震ブレーカーの普及促進を図る。
　・避難行動要支援者の円滑かつ迅速な避難を図るために、個別避難計画を作成する。
　・自主防災組織への資機材整備等に係る補助や地区防災計画の作成支援を行い、地域の防災力向上を図る。

事業費 68,690 33,045 33,045

財源

国庫 0 0 0

県費

その他 3,525 2,700 2,700

一般財源 30,465 30,345 30,345

0 0 0

市債 34,700 0 0

総合計画
指標

自主防災組織の組織率
92.42 目標値 92.42 93.93

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

95.45 98.48 100

単位：％ 実績値 92.42 93.93 93.93

単位： 実績値

目標値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 2 重要事業 総合戦略 担当部署 道路河川課　維持係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

施策の方向 ▶2_危険箇所の早期発見による安全確保

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

８・３・１ 河川水路維持管理 26,456千円 30,012千円 34,099千円

事業
スケジュール

河川水路維持管理
維持管理業務（除草、清掃等）
補修工事（構造物、防護柵等）

河川水路維持管理
維持管理業務（除草、清掃等）
補修工事（構造物、防護柵等）

河川水路維持管理
維持管理業務（除草、清掃等）
補修工事（構造物、防護柵等）

事業費 34,099 36,000 36,000

【Plan】
事業目的

市内における移動手段および排水機能の確保のため、都市基盤となる河川及び水路等の施設を適正に維持管理
し、市民生活における利便性の向上と安全性を確保する。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

河川水路維持管理
　排水機能を確保するための施設の維持管理（除草、清掃）
　施設の老朽化や破損に伴う補修工事（排水構造物、防護柵等）

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 0 0 0

県費 16 0 0

市債

一般財源 34,083 36,000 36,000

70

単位：件 実績値 47 114 105

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

活動指標 河川、水路の点検実施件数
0 目標値 21 32

活動指標 補修等要望件数
79 目標値 76 75 73 72

42 53 63

単位：件 実績値 9 10 10

単位： 実績値

目標値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 3 重要事業 〇 総合戦略 〇 担当部署 道路河川課　整備係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

施策の方向 ▶4_排水施設整備による被害防止

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

８・３・２ 幹線排水路整備事業 30,320千円 44,601千円 33,516千円

事業
スケジュール

幹線排水路整備事業【重】
①宮田２号幹線排水路整備事業
調整池掘削　500m2
②準用河川茂林寺川浚渫
515m（茂林寺橋～谷田川）

幹線排水路整備事業【重】
①宮田２号幹線排水路整備事業
調整池掘削　2,000m2
②中島幹線排水路整備事業
路線測量・予備設計

幹線排水路整備事業【重】
①宮田２号幹線排水路整備事業
調整池掘削　1,500m2
②中島幹線排水路整備事業
用地測量・詳細設計

事業費 33,516 38,042 34,225

【Plan】
事業目的

雨水の急激な流出・冠水を抑制し、排水機能を強化するため、準用河川・幹線排水路などの排水施設について
多角的かつ経済的に整備改修し災害を未然に防ぐ。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

幹線排水路整備事業【重要事業】
①宮田２号幹線排水路整備事業
　調整池掘削　 500㎡
　完成済の設計結果に基づき、用地買収が完了し調整池掘削及び工事用搬入路を築造中だが、大規模調整池を含む排水路
完成までには多大な費用と時間を要する。このことから、調整池掘削（土工のみ）を行うなど、比較的安価な方策から実
施し効果を見極めたうえで、事業を推進する方針とする。
②準用河川茂林寺川浚渫　515ｍ
　準用河川茂林寺川は館林市の南部に位置し、上流域が市街化区域に位置していることもあり氾濫等が発生した場合の被
害は大きい。昭和の終期に整備されて以来、毎年の除草対応はしているものの、浚渫は一度も行われておらず、断面が阻
害されている状況が見受けられる。早期の流下能力（断面）確保のための経済的かつ効果的な対策として浚渫を実施し、
事後効果を検証するものとする。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

24,500 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 9,016 36,000 36,000

78.8

単位： 実績値 78.5 78.5 78.5

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

総合計画
指標

準用河川及び幹線排水路の整備率
78.4 目標値 78.5 78.5 78.6 78.7

単位： 実績値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 4 重要事業 〇 総合戦略 〇 担当部署 建築課　住宅施設係

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

８・６・１ 空家対策関係 3,972千円 3,984千円 13,921千円

施策の方向 ▶5_総合的な空き家対策の推進

施策の方向 ▶3_大規模災害に備えた連携体制の整備

【Plan】
事業目的

空き家所有者の自発的な空き家除却を促進し、地域の住環境改善を図る。

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

施策目的 ▶02_地域と市が連携して.防犯に取り組む安全安心なまちになる

事業
スケジュール

空家対策関係事業【重】
○空き家除却助成金
○適正管理通知
○空家実態調査
○空家等対策計画改正

空家対策関係事業【重】
○空き家除却助成金
○適正管理通知

空家対策関係事業【重】
○空き家除却助成金
○適正管理通知

事業費 13,921 3,984 3,984

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

空家対策関係事業【重要事業】
○空き家除却助成金
　良好で快適な生活環境の形成を図るために、防災・防犯上危険な空き家を所有する者が、その空き家を除却する場合
に、市が除却費用の一部を助成する。

○空き家等の適正管理指導
　空き家の周辺住民に影響を及ぼしている空き家所有者等に対し、適切な管理を促すため、情報の提供及び助言等を行う
もの。

○空家実態調査業務委託及び空家等対策計画改正
　市内全域の空家を調査し、件数や分布状況を把握する。また、調査結果を基に、市の空家対策を総合的かつ計画的に推
進するため館林市空家等対策計画を改正する。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 5,058 900 900

県費 0 0 0

市債

一般財源 8,863 3,084 3,084

65

単位：件 実績値 17 26 46

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

活動指標 空き家除却助成金利用件数（累計）
4 目標値 13 26 39 52

単位： 実績値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 5 重要事業 総合戦略 担当部署 建築課　建築指導係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

施策の方向 ▶7_災害予防のための環境整備

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

８・６・２ 建築指導 4,371 千円 4,358 千円 4,206千円

事業
スケジュール

建築指導 建築指導 建築指導

事業費 4,206 4,206 4,206

【Plan】
事業目的

建築基準法に基づく確認審査や検査事務等を適正に行い、安全で安心なまちづくりを目指す。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

建築指導
・建築確認申請の審査及び検査を行う。
・指定確認検査機関からの報告書等を受理し審査する。
・設計者や指定確認検査機関等からの相談に応じる。
・建築基準法に基づく定期報告の審査及び違反建築物の是正指導を行う。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 4,151 4,151 4,151

財源

国庫 0 0 0

県費 55 55 55

市債

一般財源 0 0 0

100.0

単位：％ 実績値 81.0 100.0 110.0

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

活動指標 完了検査率
97.6 目標値 100.0 100.0

活動指標 中間検査率
82.1 目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

100.0 100.0 100.0

単位：％ 実績値 83.1 114.5 87.7

単位： 実績値

目標値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 6 重要事業 ○ 総合戦略 ○ 担当部署 建築課　建築指導係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

施策の方向 ▶7_災害予防のための環境整備

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

８・６・２ 住宅・建築物耐震改修等事業 3,698千円 3,686千円 2,328千円

事業
スケジュール

住宅・建築物耐震改修等事業
【重】

住宅・建築物耐震改修等事業
【重】

住宅・建築物耐震改修等事業
【重】

事業費 2,328 2,328 2,328

【Plan】
事業目的

地震による木造住宅及びブロック塀の倒壊等の被害から市民の命と財産を守る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

住宅・建築物耐震改修等事業【重要事業】
○木造住宅耐震診断者派遣事業
　木造住宅耐震診断者による耐震性診断を実施し結果を通知する。
○木造住宅耐震改修補助事業
　耐震診断の結果、倒壊する可能性がある又は高いと診断された木造住宅について、耐震診断、耐震改修設計及び耐震改
修工事を行い、「一応倒壊しない」までの基準に住宅を改修した方に補助金を交付する。
○木造住宅耐震シェルター等設置補助事業
　耐震診断の結果、倒壊する可能性がある又は高いと診断された木造住宅について、耐震シェルターや耐震ベッドなどの
設置により圧死を防ぎ地震被害を軽減する施策を行った方に補助金を交付する。
○ブロック塀等撤去費補助事業
　道路等に面する危険なブロック塀等を撤去する方に補助金を交付する。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 690 690 690

財源

国庫 1,164 1,164 1,164

県費 397 397 397

市債

一般財源 77 77 77

20

単位：戸 実績値 4 8 12

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

活動指標 木造住宅耐震改修補助戸数
0 目標値 1 1

1 1

活動指標 木造住宅耐震診断戸数
7 目標値 25 25 25 25

2 2 1

単位：戸 実績値 0 1 0

1

単位：戸 実績値 0 0 0
活動指標

木造住宅耐震シェルター等設置補助戸
数

0 目標値 1 1

10 10 6

単位：件 実績値 2 3 1
活動指標 ブロック塀等撤去費補助件数

2 目標値 10 10
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 7 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的
▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 管渠管理費（公共） 17,614 千円 17,938 千円 24,394 千円 

事業
スケジュール

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

事業費 24,394 24,394 24,394

【Plan】
事業目的

下水道管きょを市民が安全安心に利用できるよう、定期的な清掃業務や点検・補修といった維持管理に努め
る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 24,394 24,394 24,394

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

3,000

単位：ｍ 実績値 2,523 2,339 2,659

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

活動指標 汚水管きょ清掃延長
1,622 目標値 2,081 2,311 2,540 2,770

単位： 実績値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 8 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的
▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 ポンプ場管理費（公共） 7,033 千円 6,572 千円 20,426 千円 

事業
スケジュール

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高
根）の維持管理
②多々良沼雨水ポンプ場の維持
管理

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高
根）の維持管理
②多々良沼雨水ポンプ場の維持管
理

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高
根）の維持管理
②多々良沼雨水ポンプ場の維持管
理

事業費 20,426 20,426 20,426

【Plan】
事業目的

尾曳汚水中継ポンプ場、高根汚水中継ポンプ場については、自然流下のため各ポンプ施設で高所に下水を汲み
上げており、多々良沼雨水ポンプ場については、農繁期において多々良沼からの揚水、又大雨時に多々良沼へ
の排水としての役割があるなど、重要な施設であることから、適切な維持管理を行う。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高根）の維持管理
・高根・尾曳汚水中継ポンプ場機器修繕
②多々良沼雨水ポンプ場の維持管理

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 20,426 20,426 20,426

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

単位： 実績値

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

目標値

単位： 実績値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 9 重要事業 〇 総合戦略 〇 担当部署 下水道課　工務係・計画推進係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的
▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向
▶4_排水施設整備による被害防止

▶5_公共下水道及びし尿処理施設の計画的な更新

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 管渠整備費（公共） 459,476 千円 461,161 千円 464,939 千円 

事業
スケジュール

管きょ整備費（公共）【重】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

管きょ整備費（公共）【重】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

管きょ整備費（公共）【重】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

事業費 464,939 464,939 464,939

【Plan】
事業目的

衛生的で快適な生活環境の向上及び河川や沼の水質保全に寄与するため、汚水きょの整備を計画的に進める。
また、発生が懸念される集中豪雨による浸水被害を防止するべく、雨水きょの整備を計画的に進め、安全安心
なまちをつくる。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

管きょ整備費（公共）【重要事業】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

令和７年度 令和８年度 令和９年度

209,500 209,500 209,500

その他 50,733 50,733 50,733

財源

国庫 204,706 204,706 204,706

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

75.6

単位：％ 実績値 70.2 70.6 71.1

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

活動指標 下水道水洗化率
89.6 目標値 90.2 90.5

活動指標 公共下水道雨水きょの整備率
74.4 目標値 74.8 75.0 75.2 75.4

90.8 91.1 91.4

単位：％ 実績値 90.8 91.0 91.6

単位： 実績値

目標値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 10 重要事業 〇 総合戦略 〇 担当部署 安全安心課　交通防犯係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶02_地域と市が連携して.防犯に取り組む安全安心なまちになる

施策の方向 ▶2_防犯意識の向上による防犯環境形成

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

２・１・１２ 防犯関係事業 22,673千円 20,670千円 18,652千円

事業
スケジュール

①防犯関係事業【重】
・ＬＥＤ防犯灯修繕
・防犯カメラ設置工事
・防犯カメラ設置費補助（行政
区）
・家庭用防犯カメラ設置費補助
【新】
・防犯関連団体補助
・特殊詐欺対策機器購入費補助
金
・犯罪被害者等見舞金

①防犯関係事業【重】
・ＬＥＤ防犯灯修繕
・防犯カメラ設置工事
・防犯カメラ設置費補助（行政
区）
・家庭用防犯カメラ設置費補助
・防犯関連団体補助
・特殊詐欺対策機器購入費補助金
・犯罪被害者等見舞金
・ＬEＤ防犯灯更新

①防犯関係事業【重】
・防犯カメラ設置工事
・家庭用防犯カメラ設置費補助
・防犯関連団体補助
・特殊詐欺対策機器購入費補助金
・犯罪被害者等見舞金

事業費 18,652 18,652 18,652

【Plan】
事業目的

犯罪の発生を未然に防止し、市域の治安の向上を図るため、防犯啓発やパトロール等を行う。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①防犯関係事業【重要事業】
　・ＬＥＤ防犯灯設置
　　市設置のＬＥＤ防犯灯の維持管理及び新規設置
　・防犯カメラ設置工事
　・防犯カメラ設置費補助（行政区）
　　行政区が設置する防犯カメラ設置費用の一部を補助
　・家庭用防犯カメラ設置費補助【新規事業】
　　高齢者が設置する家庭用防犯カメラ設置費用の一部を補助
　・防犯関連団体補助
　　館林警察署管内防犯協会、館林市防犯協会等に対し活動費を補助。
　・特殊詐欺対策機器購入費補助
　　高齢者の特殊詐欺被害の未然防止を目的に、特殊詐欺対策機器購入者に補助金を交付。
　・犯罪被害者支援等見舞金
　　犯罪被害者等の経済的負担軽減を図るため見舞金を支給

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 2,000 2,000 1,000

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 16,652 16,652 17,652

520

単位：件 実績値 537 502 550

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

総合計画
指標

刑法犯認知件数 ※数値は年集計
602 目標値 586 569 553 536

単位： 実績値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 11 重要事業 総合戦略 担当部署 共生社会推進課　市民相談係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶02_地域と市が連携して.防犯に取り組む安全安心なまちになる

施策の方向 ▶1_啓発と相談体制の充実

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

７・１・７ 消費生活センター運営管理 10,868 千円 12,138 千円 12,792 千円 

事業
スケジュール

①消費生活センター運営
②消費者教育・啓発
③国の新システム導入に伴う機
器等の整備

①消費生活センター運営
②消費者教育・啓発
③国の新システム運用開始

①消費生活センター運営
②消費者教育・啓発

事業費 12,792 12,138 12,138

【Plan】
事業目的

市民の消費生活における被害防止・安全確保のため、相談及び指導等を行う。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①消費生活センター運営
　・相談及び苦情の処理
　・対処方法の助言、指導
　・被害救済のための斡旋
　・国データベースへの処理結果登録
　・立入検査の実施等
②消費者教育・啓発
　・出前講座の開催
　・啓発資料の作製、配布
　・注意喚起情報の発信等

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 535 107 107

県費 0 0 0

市債

一般財源 12,257 12,031 12,031

20

単位：回 実績値 8 11 10

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

総合計画
指標

消費生活センター出前講座回数
17 目標値 18 18 19 19

単位： 実績値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

活動指標 空き家除却助成金利用件数（累計）
4 目標値 13 26 39 52 65

単位：件 実績値 17 26 46

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 5,058 900 900

県費 0 0 0

市債

一般財源 8,863 3,084 3,084

事業
スケジュール

空家対策関係事業【重】
○空き家除却助成金
○適正管理通知
○空家実態調査
○空家等対策計画改正

空家対策関係事業【重】
○空き家除却助成金
○適正管理通知

空家対策関係事業【重】
○空き家除却助成金
○適正管理通知

事業費 13,921 3,984 3,984

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

空家対策関係事業【重要事業】
○空き家除却助成金
　良好で快適な生活環境の形成を図るために、防災・防犯上危険な空き家を所有する者が、その空き家を除却する場合
に、市が除却費用の一部を助成する。

○空き家等の適正管理指導
　空き家の周辺住民に影響を及ぼしている空き家所有者等に対し、適切な管理を促すため、情報の提供及び助言等を行う
もの。

○空家実態調査業務委託及び空家等対策計画改正
　市内全域の空家を調査し、件数や分布状況を把握する。また、調査結果を基に、市の空家対策を総合的かつ計画的に推
進するため館林市空家等対策計画を改正する。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

施策の方向 ▶5_総合的な空き家対策の推進

施策の方向 ▶3_大規模災害に備えた連携体制の整備

【Plan】
事業目的

空き家所有者の自発的な空き家除却を促進し、地域の住環境改善を図る。

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

施策目的 ▶02_地域と市が連携して.防犯に取り組む安全安心なまちになる

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

８・６・１ 空家対策関係 3,972千円 3,984千円 13,921千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 12 重要事業 〇 総合戦略 〇 担当部署 建築課　住宅施設係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

活動指標
予防注射接種率
（注射件数/登録件数）

77.9 目標値 81.9 84.0 86.0 88.0 90.0

単位：％ 実績値 76.4 60.5 76.6

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 2,985 2,985 2,985

財源

国庫 0 0 0

県費 483 483 483

市債

一般財源 5,349 5,349 5,349

事業
スケジュール

①環境衛生事業
・狂犬病予防法に関する事務
・スズメバチの巣駆除
・犬、猫の避妊及び断種手術費
　補助

①環境衛生事業
・狂犬病予防法に関する事務
・スズメバチの巣駆除
・犬、猫の避妊及び断種手術費
　補助

①環境衛生事業
・狂犬病予防法に関する事務
・スズメバチの巣駆除
・犬、猫の避妊及び断種手術費
　補助

事業費 8,817 8,817 8,817

【Plan】
事業目的

害虫や狂犬病などから市民生活を守り、良好な生活環境を保全する。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①環境衛生事業
・狂犬病予防法に関する事務
　狂犬病予防法に基づく犬の登録、狂犬病予防注射の実施
・スズメバチの巣駆除
　安全安心なまちづくりの一環として、危険なスズメバチの活動巣を駆除
・犬、猫の避妊及び断種手術費補助
　野犬、野良猫の発生抑制

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶2_環境意識の高揚による各種活動の推進

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・２・１ 環境衛生事業 9,070千円 9,039千円 8,817千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 13 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境保全係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

活動指標 常任委員会の開催
5 目標値 5 5 5 5 5

単位：回 実績値 2 3 4

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 8,589 8,659 8,589

事業
スケジュール

①環境保健委員運営事業
・環境保健委員協議会の運営
・市内クリーン作戦の実施
・視察研修
・研修会及び意見交換会

①環境保健委員運営事業
・環境保健委員協議会の運営
・市内クリーン作戦の実施
・視察研修
・研修会及び意見交換会

①環境保健委員運営事業
・環境保健委員協議会の運営
・市内クリーン作戦の実施
・視察研修
・研修会及び意見交換会

事業費 8,589 8,659 8,589

【Plan】
事業目的

市民の良好な生活環境の保全と保健衛生向上のため、各行政区に環境保健委員（任期２年）を置く。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①環境保健委員運営事業
・環境保健委員協議会の運営
  常任委員会の開催
・市内クリーン作戦の実施
・視察研修
　必要な知識と技術の向上を図るための視察研修
・研修会及び意見交換会

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶2_環境意識の高揚による各種活動の推進

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・２・１ 環境保健委員運営事業 8,588千円 8,659千円 8,589千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 14 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境保全係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

活動指標 有害鳥獣捕獲許可数
37 目標値 40 40 40 40 40

単位：件 実績値 31 39 52

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 46 46 46

財源

国庫 0 0 0

県費 738 738 738

市債

一般財源 373 373 373

事業
スケジュール

①鳥獣保護対策事業
・有害鳥獣捕獲の許可
・多々良沼公園野鳥観察棟の
　維持管理
・越冬飛来白鳥の調査と保護

①鳥獣保護対策事業
・有害鳥獣捕獲の許可
・多々良沼公園野鳥観察棟の
　維持管理
・越冬飛来白鳥の調査と保護

①鳥獣保護対策事業
・有害鳥獣捕獲の許可
・多々良沼公園野鳥観察棟の
　維持管理
・越冬飛来白鳥の調査と保護

事業費 1,157 1,157 1,157

【Plan】
事業目的

鳥獣保護法に基づき野生動物を保護し、生物多様性の確保及び自然生態系の維持を図る。
有害鳥獣による農業や生活環境への被害防止対策を図る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①鳥獣保護対策事業
・有害鳥獣捕獲の許可
　農業や生活環境へ被害を及ぼす有害鳥獣の捕獲許可
・多々良沼公園野鳥観察棟の維持管理
　施設の適切な維持管理を行い、多々良沼来訪者へ休憩場所を提供する
・越冬飛来白鳥の調査と保護
　多々良沼及び城沼に飛来する白鳥について、白鳥を守る会と連携し飛来数を調査
　飛来数が多くなる2月に一斉調査を実施

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶1_多様な協力連携による自然環境の保全

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・２・１ 鳥獣保護対策事業 1,047千円 1,132千円 1,157千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 15 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境保全係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

活動指標 クビアカツヤカミキリ捕殺数
6,648 目標値 7,765 8,324 8,882 9,441 10,000

単位：匹 実績値 7,503 7,174 13,785

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 1,732 1,732 1,732

県費 2,046 2,046 2,046

市債

一般財源 4,396 4,396 4,396

事業
スケジュール

①クビアカツヤカミキリ撲滅事業
・駆除奨励金の交付
・防除用品の配布
・薬剤樹幹注入処理
・被害木の伐倒
・邑楽館林地域クビアカツヤ
　カミキリ対策協議会の運営

①クビアカツヤカミキリ撲滅事業
・駆除奨励金の交付
・防除用品の配布
・薬剤樹幹注入処理
・被害木の伐倒
・邑楽館林地域クビアカツヤ
　カミキリ対策協議会の運営

①クビアカツヤカミキリ撲滅事業
・駆除奨励金の交付
・防除用品の配布
・薬剤樹幹注入処理
・被害木の伐倒
・邑楽館林地域クビアカツヤ
　カミキリ対策協議会の運営

事業費 8,174 8,174 8,174

【Plan】
事業目的

市民協働により、特定外来生物クビアカツヤカミキリの被害拡大防止を図る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①クビアカツヤカミキリ撲滅事業
　・駆除奨励金の交付
　・防除用品の配布
　・薬剤樹幹注入処理
　・被害木の伐倒
　・邑楽館林地域クビアカツヤカミキリ対策協議会の運営

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶1_多様な協力連携による自然環境の保全

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・２・１ クビアカツヤカミキリ撲滅事業 8,911千円 8,705千円 8,174千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 16 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境保全係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

65.0 67.5 70.0

単位：％ 実績値 65.2 63.4 68.5
活動指標

第三次館林市環境基本計画施策の取組
達成状況（現状値：令和2年度）

51.4 目標値 60.0 62.5

0

総合計画
指標

【市民アンケート】環境にやさしい暮らしを実
践している市民の割合（現状値：平成30年度）

93.6 目標値 95.0 95.4

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

95.9 96.4 96.8

単位：％ 実績値 96.5 96.6 98.8

事業費 11,594 11,594 11,594

財源

国庫 0 0 0

県費

その他 877 877 877

一般財源 10,717 10,717 10,717

0 0 0

市債 0 0

令和７年度 令和８年度 令和９年度

事業
スケジュール

①環境政策事業【重要事業】
・気候変動対策
・環境マネジメントシステムの
　運用
・環境審議会の運営

①環境政策事業【重要事業】
・気候変動対策
・環境マネジメントシステムの
　運用
・環境審議会の運営

①環境政策事業【重要事業】
・気候変動対策
・環境マネジメントシステムの
　運用
・環境審議会の運営

施策の方向 ▶3_地球温暖化対策の推進

【Plan】
事業目的

・温室効果ガスの削減や再生可能エネルギーの普及、省エネルギーを推進し、地球温暖化防止及び本市の暑さ
対策を推進する。
・環境マネジメントシステム（EMS）の運用を通じて、第三次環境基本計画・たてばやし5つのゼロ宣言の進行
管理、環境法令・環境リスク管理をおこない、地球環境にやさしい行政活動を推進する。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①環境政策事業【重要事業】
・気候変動対策
　気候変動対策本部の運営（たてばやし5つのゼロ宣言・熱中症対策）
　第三次環境基本計画（たてばやし5つのゼロ宣言）の進行管理
　館林市蓄電池設備等設置補助金の交付
・環境マネジメントシステムの運用
　PDCAサイクルで継続的に改善を図り、職員の意識改革、日々の業務における環境配慮活動を促進する。
　省エネ法、温対法、県条例への対応
　第５次館林市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の運用
　第６次館林市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の策定
・環境審議会の運営
　良好で快適な環境の保全及び創造に関する重要事項について調査審議する。

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶2_環境意識の高揚による各種活動の推進

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・２・２ 環境政策事業 11,782千円 11,900千円 11,594千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 17 重要事業 ○ 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境政策係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

30

単位：件 実績値 30 26 30
活動指標 合併処理浄化槽設置費補助件数

17 目標値 30 30

総合計画
指標

ＢＯＤ数値（城沼中央の水質）
8.3 目標値 7.2 6.65 6.1 5.55

30 30

5以下

単位：mg/L 実績値 6.0 9.0 9.6

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 18 18 18

財源

国庫 10,020 10,020 10,020

県費 5,815 5,815 5,815

市債

一般財源 5,302 5,302 5,302

事業
スケジュール

①水質浄化対策事業【重】
・合併処理浄化槽設置費補助
・合併処理浄化槽管理費補助
・水辺環境保全団体の活動支援

①水質浄化対策事業【重】
・合併処理浄化槽設置費補助
・合併処理浄化槽管理費補助
・水辺環境保全団体の活動支援

①水質浄化対策事業【重】
・合併処理浄化槽設置費補助
・合併処理浄化槽管理費補助
・水辺環境保全団体の活動支援

事業費 21,155 21,155 21,155

【Plan】
事業目的

日本遺産「里沼」の水辺環境を後世に引継ぐため、生活排水対策として合併処理浄化槽への転換を推進すると
ともに、水辺環境保全に対する市民の意識啓発を図る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①水質浄化対策事業【重要事業】
・合併処理浄化槽設置費補助
　生活排水による水質汚濁を防止するため、単独処理浄化槽及びくみ取り槽から合併処理浄化槽への転換に対し
　補助金を交付
・合併処理浄化槽管理費補助
　浄化槽の適正な維持管理を図るため、浄化槽の清掃に対し補助金を交付
・水辺環境保全団体の活動支援
　加法師川清掃活動

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶5_公共下水道及びし尿処理施設の計画的な更新

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・２・２ 水質浄化対策事業 21,396千円 21,296千円 21,155千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 18 重要事業 〇 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境保全係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

7 9 10

単位：件 実績値 5 3 1
活動指標 雨水貯留槽設置費補助件数

1 目標値 4 6

単位：基 実績値 34 73 49
活動指標 雨水浸透桝設置費補助件数

32 目標値 38 41

99.00

単位：％ 実績値 98.80 99.10 99.20

50

活動指標 自動車騒音測定基準値達成率
98.10 目標値 98.40 98.55

44 47

活動指標 環境騒音測定超過か所数
0 目標値 0 0 0 0

98.70 98.85

0

単位：か所 実績値 0 0 0

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 0 0 0

県費 420 420 420

市債

一般財源 5,450 5,450 5,450

事業
スケジュール

①環境調査事業
・公共用水域水質調査
・騒音測定調査
・自動車騒音常時監視
・空間放射線量測定

②自然環境保全事業
・上赤生田学びの森整備
・雨水浸透桝等設置補助

①環境調査事業
・公共用水域水質調査
・騒音測定調査
・自動車騒音常時監視
・空間放射線量測定

②自然環境保全事業
・上赤生田学びの森整備
・雨水浸透桝等設置補助

①環境調査事業
・公共用水域水質調査
・騒音測定調査
・自動車騒音常時監視
・空間放射線量測定

②自然環境保全事業
・上赤生田学びの森整備
・雨水浸透桝等設置補助

事業費 5,870 5,870 5,870

【Plan】
事業目的

水質・騒音等を調査・測定することで現状把握に努め、生活環境の保全対策を推進する。
蛇沼湿原における水辺環境保全、里山の復元及びこの地域に自生していた貴重な動植物の再生を目指す。
雨水を水資源として活用することによる地下水保全・地盤沈下対策及び雨水の一時貯留、地下浸透による雨水
排水対策を図る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）
①環境調査事業
・公共用水域水質調査
　水質汚濁法に基づく県の測定計画に沿った公共用水域の水質調査
・騒音測定調査
　環境基本法に基づく「騒音に係る環境基準」に定められた一般地域（道路に面する地域以外の地域）における騒音の
　環境基準の達成状況を把握するための調査
・自動車騒音常時監視
　騒音規制法に基づく自動車騒音の常時監視事務（平成24年度より群馬県から移譲された法定受託事務）
・空間放射線量測定
　安全・安心を確保するため、市内の空間放射線量を測定
②自然環境保全事業
・上赤生田学びの森整備
　市民ボランティアとの協働による下草刈り、葦焼き
・雨水浸透桝等設置補助
　雨水の流出抑制を図るため、雨水貯留施設及び雨水浸透施設の設置に対し補助金を交付

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶4_各種調査による状況把握及び指導による公害防止

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・２・２ 環境対策事業 6,449千円 5,981千円 5,870千円

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 19 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境保全係

- 41 -



【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

活動指標 汚水管きょ清掃延長
1,622 目標値 2,081 2,311 2,540 2,770 3,000

単位：ｍ 実績値 2,523 2,339 2,659

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 24,394 24,394 24,394

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

事業
スケジュール

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

事業費 24,394 24,394 24,394

【Plan】
事業目的

下水道管きょを市民が安全安心に利用できるよう、定期的な清掃業務や点検・補修といった維持管理に努め
る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①汚水管きょ清掃
②下水道マンホール蓋等修繕
③雨水きょ除草

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的
▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 管渠管理費（公共） 17,614 千円 17,938 千円 24,394 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 20 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

目標値

単位： 実績値

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 20,426 20,426 20,426

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

事業
スケジュール

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高
根）の維持管理
②多々良沼雨水ポンプ場の維持
管理

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高
根）の維持管理
②多々良沼雨水ポンプ場の維持管
理

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高
根）の維持管理
②多々良沼雨水ポンプ場の維持管
理

事業費 20,426 20,426 20,426

【Plan】
事業目的

尾曳汚水中継ポンプ場、高根汚水中継ポンプ場については、自然流下のため各ポンプ施設で高所に下水を汲み
上げており、多々良沼雨水ポンプ場については、農繁期において多々良沼からの揚水、又大雨時に多々良沼へ
の排水としての役割があるなど、重要な施設であることから、適切な維持管理を行う。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①汚水中継ポンプ場（尾曳・高根）の維持管理
・高根・尾曳汚水中継ポンプ場機器修繕
②多々良沼雨水ポンプ場の維持管理

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的
▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 ポンプ場管理費（公共） 7,033 千円 6,572 千円 20,426 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 21 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

13.5以下

単位：㎎/L 実績値 5.2 3.4 2.7
活動指標

近藤処理場
放流水質BOD（≦基準値15㎎/L）

3.8 目標値 13.5以下 13.5以下

活動指標
水質管理センター
放流水質BOD（≦基準値15㎎/L）

3.2 目標値 13.5以下 13.5以下 13.5以下 13.5以下

13.5以下 13.5以下

13.5以下

単位：㎎/L 実績値 3.7 3.3 3.0

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 387,558 387,558 387,558

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

事業
スケジュール

汚水処理施設運転維持管理包括
業務委託（公共下水道処理施
設）

汚水処理施設運転維持管理包括業
務委託（公共下水道処理施設）

汚水処理施設運転維持管理包括業
務委託（公共下水道処理施設）

事業費 387,558 387,558 387,558

【Plan】
事業目的

公共下水道は住環境の改善、河川等の水質向上を担っており、市民が衛生的で快適な暮らしを実現するために
欠かすことのできない施設であるため、適切な施設の維持管理に努める。また、近藤処理区は工場排水を受け
入れ近藤川へ放流するため、適切な施設の維持管理や工場排水の水質基準の監視に努める。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①水質管理センターの維持管理
②近藤処理場の維持管理
　汚水処理施設運転維持管理包括業務委託（公共下水道処理施設）を実施

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 処理場管理費（公共・特定） 329,372 千円 372,124 千円 387,558 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 22 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

活動指標 水洗便所改造費補助金交付件数
2 目標値 4 5 6 7 8

単位：件 実績値 10 5 1

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 46,137 46,137 46,137

財源

国庫 5,000 5,000 5,000

県費 2,500 2,500 2,500

市債

一般財源 0 0 0

事業
スケジュール

①水洗便所改造費補助金交付事
業
　事業費　10,000千円

①水洗便所改造費補助金交付事業
　事業費　10,000千円

①水洗便所改造費補助金交付事業
　事業費　10,000千円

事業費 53,637 53,637 53,637

【Plan】
事業目的

下水道法に基づく本市の処理区域内において、公共下水道の接続促進を図る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①水洗便所改造費補助金交付事業
　水洗便所に改造する工事を行う者に対し、補助金を交付する。
　公共下水道の接続促進を図るため、補助要件等を緩和する。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 総係費 49,104 千円 55,721 千円 53,637 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 23 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　管理係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

単位：㎎/L 実績値 3.0 3.8 3.2
活動指標

大島地域し尿処理施設
放流水質BOD（≦基準値20㎎/L）

6.6 目標値 18以下 18以下

18以下

単位：㎎/L 実績値 1.3 3.1 4.0

18以下

活動指標
木戸地区農業集落排水施設
放流水質BOD（≦基準値20㎎/L）

1.6 目標値 18以下 18以下

18以下 18以下

活動指標
下早川田地区農業集落排水施設
放流水質BOD（≦基準値20㎎/L）

2.6 目標値 18以下 18以下 18以下 18以下

18以下 18以下

18以下

単位：㎎/L 実績値 4.2 3.6 3.8

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 17,289 17,289 17,289

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 13,319 13,319 13,319

事業
スケジュール

汚水処理施設運転維持管理包括
業務委託（農業集落排水施設・
地域し尿処理施設）

汚水処理施設運転維持管理包括業
務委託（農業集落排水施設・地域
し尿処理施設）

汚水処理施設運転維持管理包括業
務委託（農業集落排水施設・地域
し尿処理施設）

事業費 30,608 30,608 30,608

【Plan】
事業目的

農業集落（下早川田地区、木戸地区）及び住宅団地（大島地区）における水質保全及び生活環境の向上のた
め、安定的な経営と適切な施設の維持管理に努める。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①農業集落排水処理施設（下早川田・木戸）の維持管理
②地域し尿処理施設（大島）の維持管理
　汚水処理施設運転維持管理包括業務委託（農業集落排水施設・地域し尿処理施設）を実施

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 処理場管理費（農集・地域） 23,643 千円 21,630 千円 30,608 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 24 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

91.4

単位：％ 実績値 90.8 91.0 91.6
活動指標 下水道水洗化率

89.6 目標値 90.2 90.5

活動指標 公共下水道雨水きょの整備率
74.4 目標値 74.8 75.0 75.2 75.4

90.8 91.1

75.6

単位：％ 実績値 70.2 70.6 71.1

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

209,500 209,500 209,500

その他 50,733 50,733 50,733

財源

国庫 204,706 204,706 204,706

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

事業
スケジュール

管きょ整備費（公共）【重】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

管きょ整備費（公共）【重】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

管きょ整備費（公共）【重】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

事業費 464,939 464,939 464,939

【Plan】
事業目的

衛生的で快適な生活環境の向上及び河川や沼の水質保全に寄与するため、汚水きょの整備を計画的に進める。
また、発生が懸念される集中豪雨による浸水被害を防止するべく、雨水きょの整備を計画的に進め、安全安心
なまちをつくる。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

管きょ整備費（公共）【重要事業】
①各種計画策定・見直し
②汚水きょの整備
③雨水きょの整備

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的
▶01_防災意識や危機対応力を高め.自助・共助・公助が一体となった災害に強いまちになる

▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向
▶4_排水施設整備による被害防止

▶5_公共下水道及びし尿処理施設の計画的な更新

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 管渠整備費（公共） 459,476 千円 461,161 千円 464,939 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 25 重要事業 〇 総合戦略 〇 担当部署 下水道課　工務係・計画推進係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

目標値

単位： 実績値

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

120,500 120,500 120,500

その他 38,843 38,843 38,843

財源

国庫 108,250 108,250 108,250

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

事業
スケジュール

①水質管理センターの更新事業
②近藤処理場の更新事業

①水質管理センターの更新事業
②近藤処理場の更新事業

①水質管理センターの更新事業
②近藤処理場の更新事業

事業費 267,593 267,593 267,593

【Plan】
事業目的

公共下水道が昭和49年、特定下水道が昭和44年に供用を開始し、経年により老朽化している処理場施設の整備
（建設及び改築更新）について、順次改築更新を進める。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①水質管理センターの更新事業（中継ポンプ場含む）
・ストックマネジメント計画に基づく施設更新工事委託
②近藤処理場の更新事業

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 処理場建設費（公共・特定） 434,928 千円 184,701 千円 267,593 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 26 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

単位： 実績値

目標値

目標値

単位： 実績値

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

0 0 0

その他 18,038 18,038 18,038

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 0 0 0

事業
スケジュール

①管渠整備費
②処理場建設費
・機器交換工事

①管渠整備費
②処理場建設費
・機器交換工事

①管渠整備費
②処理場建設費
・機器交換工事

事業費 18,038 18,038 18,038

【Plan】
事業目的

農業集落（下早川田地区、木戸地区）及び住宅団地（大島地区）における水質保全及び生活環境の向上のた
め、施設の適切な更新工事を実施する。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①管渠整備費
②処理場建設費
・機器交換工事

令和７年度 令和８年度 令和９年度

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

下水道事業会計 管渠・処理場建設費（農集・地域） 10,581 千円 11,164 千円 18,038 千円 

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 27 重要事業 総合戦略 担当部署 下水道課　工務係
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 28 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　資源対策係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶04_ごみを減らして資源を生かす循環型のまちになる

施策の方向 ▶1_ごみを減らす（産まない）仕組みづくり

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・３・１ ごみ収集処理事業 391,947千円 393,668千円 405,494千円

事業
スケジュール

①ごみ収集処理事業
・ごみ収集業務
・資源化等業務
・施設保守管理業務
・最終処分場整備

①ごみ収集処理事業
・ごみ収集業務
・資源化等業務
・施設保守管理業務
・最終処分場整備

①ごみ収集処理事業
・ごみ収集業務
・資源化等業務
・施設保守管理業務
・最終処分場整備

事業費 405,494 422,494 402,494

【Plan】
事業目的

家庭ごみを安定的・効率的に収集するとともに資源化を推進することにより、生活環境の保全を図り、持続可
能な循環型社会を形成する。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①ごみ収集処理事業
・ごみ収集業務
　ごみステーションに出されるごみ（燃やせるごみ、燃やせないごみ・資源物、プラスチック）や
　公民館等で回収される蛍光管を収集し、ごみ処理施設まで運搬する。
・資源化等業務
　ごみステーションに出されるガラスびん、缶、ペットボトルを資源化する。
・施設保守管理業務
　最終処分場の埋立地や浸出水処理施設の維持管理を行う。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 26,759 26,759 26,759

財源

国庫 396 396 396

県費 0 0 0

市債

一般財源 378,339 395,339 375,339

55.4

単位：％ 実績値 - - -

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

総合計画
指標

【市民アンケート】ごみ処理・リサイクル
（収集・処理、再利用など）の満足度

49.4 目標値 - - 53.4 -

単位： 実績値
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【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 29 重要事業 ○ 総合戦略 担当部署 地球環境課　資源対策係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶04_ごみを減らして資源を生かす循環型のまちになる

施策の方向 ▶2_地域と行政が一体となった普及啓発

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・３・１ ごみ減量化事業 12,165千円 12,462千円 11,160千円

事業
スケジュール

①ごみ減量化事業【重】
・ごみ減量化器具購入費助成金
・再生資源集団回収事業助成金
・廃棄物減量等推進員
・廃棄物減量等推進審議会

①ごみ減量化事業【重】
・ごみ減量化器具購入費助成金
・再生資源集団回収事業助成金
・廃棄物減量等推進員
・廃棄物減量等推進審議会

①ごみ減量化事業【重】
・ごみ減量化器具購入費助成金
・再生資源集団回収事業助成金
・廃棄物減量等推進員
・廃棄物減量等推進審議会

事業費 11,160 11,160 11,160

【Plan】
事業目的

３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の普及啓発により、ごみの減量化、分別の徹底、適正処分に対す
る意識醸成・行動変容を促進し、持続可能な循環型社会を形成する。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①ごみ減量化事業【重要事業】
・ごみ減量化器具購入費助成金
　生ごみ処理槽、生ごみ処理容器、生ごみ処理機の購入費の一部を助成する。
・再生資源集団回収事業助成金
　集団回収を行う団体に対し、回収量に応じた助成金を交付する。
・廃棄物減量等推進員
　地域での３Ｒの普及啓発を図るため、区長等に委嘱するとともに活動を支援する。
・廃棄物減量等推進審議会
　市民や事業者で構成される審議会で３Ｒ施策・計画を審議する。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 7,686 7,686 7,686

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 3,474 3,474 3,474

896

単位：g/人・日 実績値 935 930 912

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

総合計画
指標

１人１日当たりのごみ排出量
※新ごみ処理基本計画の策定により、令和
５年度から目標値変更

944 目標値 795 756 922 909

単位： 実績値

- 51 -



【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 30 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　資源対策係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶04_ごみを減らして資源を生かす循環型のまちになる

施策の方向 ▶3_効率的なごみ処理施設の運営

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・３・１ 館林衛生施設組合負担金（ごみ処理） 868,210千円 877,673千円 895,207千円

事業
スケジュール

①広域ごみ処理施設の運営
・長期包括運営委託
　
②施設整備の地方債償還
・長期債償還

①広域ごみ処理施設の運営
・長期包括運営委託
　
②施設整備の地方債償還
・長期債償還

①広域ごみ処理施設の運営
・長期包括運営委託
　
②施設整備の地方債償還
・長期債償還

事業費 895,207 895,207 895,207

【Plan】
事業目的

広域ごみ処理施設の安定的・効率的な運営、リサイクルの推進により、ダイオキシン、二酸化炭素、最終処分
などの環境負荷の低減を図る。。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①広域ごみ処理施設の運営費負担金
・長期包括運営委託（令和元年度～令和15年度（15年間））
　たてばやしクリーンセンター
　いたくらリサイクルセンター
　めいわエコパーク
　たてばやしストックヤード
　
②施設整備の地方債償還負担金
・長期債償還（平成26年度～令和14年度（19年間））
　たてばやしクリーンセンター
　いたくらリサイクルセンター
　めいわエコパーク

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 895,207 895,207 895,207

21.0

単位：％ 実績値 18.9 18.6 18.3

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

総合計画
指標

リサイクル率
※新ごみ処理基本計画の策定により、令和
５年度から目標値変更

20.8 目標値 31.8 33.19 19.6 20.3

単位： 実績値

- 52 -



【総合計画との関連】

【事業の目的及び内容】

【事業スケジュール】 　（単位：千円）

【関連する指標】

　　【令和７年度事業】実施計画書
整理番号 31 重要事業 総合戦略 担当部署 地球環境課　環境政策係

基本目的 ▶Ⅰ_危機対応能力が高く良好な生活環境で暮らせる安全安心なまち

施策目的 ▶03_人と環境にやさしい快適な生活が送れるまちになる

施策の方向 ▶5_公共下水道及びし尿処理施設の計画的な更新

款・項・目 事業名 当初予算額（R5） 当初予算額（R6） 当初予算額（R7）

４・３・２ 館林衛生施設組合負担金（し尿処理） 139,315千円 141,419千円 157,033千円

事業
スケジュール

①館林衛生施設組合負担金
・運営費（し尿及び浄化槽汚泥
　の処理）負担金

①館林衛生施設組合負担金
・運営費（し尿及び浄化槽汚泥
　の処理）負担金

①館林衛生施設組合負担金
・運営費（し尿及び浄化槽汚泥
　の処理）負担金

事業費 157,033 157,033 157,033

【Plan】
事業目的

1市3町（館林市・板倉町・明和町・千代田町）が共同でし尿処理を行うことにより、し尿処理施設の合理化を
図る。

令和７年度事業計画（主要な事業とその取組内容）

①館林衛生施設組合負担金（し尿処理）
・運営費（し尿及び浄化槽汚泥の処理）負担金

令和７年度 令和８年度 令和９年度

0 0 0

その他 0 0 0

財源

国庫 0 0 0

県費 0 0 0

市債

一般財源 157,033 157,033 157,033

単位： 実績値

指標
現状値

(R元年度)
区分

年度

R3 R4 R5 R6 R7

目標値

目標値

単位： 実績値
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